
【議題１】 
第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の取組実績について（報告事項） 
 
１ 計画の概要                                     
（１）計画の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
（２）計画の対象 

豊田市民及び介護保険の被保険者であり、主に 65 歳以上及び高齢者 

（３）計画の期間 
令和６年度（2024 年度）から８年度（2026 年度）の３か年 

（４）計画のめざす姿 
 おもいやりのまち ～安心して 自分らしく 生きられる 支えあいのまちづくり～ 

総合指標 2022 年度 現状値 

① 幸せ感が高い高齢者（7 点以上）の割合 66.4％ 64.2％ ↘ 
幸せ感が高い要支援者・事業対象者（７点以上）の割合 44.8％ 45.3％ → 

② 高齢者が安心して暮らすことのできるまちとして満足し
ている市民の割合  ※ 

45.9％ 
(41.7％) 

39.8％ ↘ 
(43.0％ ↗) 

※（）内は 65 歳以上の結果 

（５）重点施策 
  「めざす姿」の実現のため、3 つの施策を重点的に実施。各重点施策の取り組み状況をは

かるため「成果指標」を設定。 
施策名 成果指標 2022 年度 現状値 

介護予防・健康づくりに
通じる社会参加 

会・グループへ月 1 回以上参加して
いる高齢者 54.1％ 57.3% ↗ 

地域共生を支える体制
整備 

高齢者の介護や福祉の相談窓口の
認知度 40.9％ 47.8% ↗ 

社会全体で取り組む  
認知症支援 

認知症の人を理解し、協力している
市民の割合 12.3％ 14.5% ↗ 
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２ 取組実績（重点施策）                                  
（１）重点施策１ 介護予防・健康づくりに通じる社会参加 

 事業名（活動指標と目標） 実績 達成率 

１ 
ＳＩＢを活用した社会参加型介護予防事業の展開 
（指標・目標値）① 参加人数:4,000 人 
        ② 継続者数:3,000 人 

① 8,333 人 
② 3,711 人 

① 208％ 
② 124％ 

２ 
集いの場へのコーディネート事業 
（指標・目標値）コーディネート数:650 件 

938 件 144％ 

３ 
デジタルデバイド対策事業 
（指標・目標値）参加人数:1,000 人 

1,009 人 101％ 

４ 
地域主体の生活交通への支援 
（指標・目標値）ボランティア輸送検討地域数:３か所 

５か所 167％ 

 

（２）重点施策 2 地域共生を支える体制整備 
 事業名（活動指標と目標） 実績 達成状況 

１ 
重層的支援体制の推進 
（指標・目標値）地域づくり支援件数:100 件 

209 件 209％ 

２ 
見守りネットワーク強化 
（指標・目標値）見守りホットライン協力機関登録件数:2,475 件 

2,311件 93％ 

３ 
介護サービス人材ベースアップ支援 
（指標・目標値）介護人材支援基礎研修の参加人数:30 人 

23 人 77％ 

４ 
在宅医療・福祉連携推進事業 
（指標・目標値）「豊田みよしケアネット」加入率:47.5％ 

48.8％ +1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

（３）重点施策３ 社会全体で取り組む認知症支援 
 事業名（活動指標と目標） 実績 達成状況 

1 
 

認知症の人の社会参加支援等の推進 
（指標・目標値）①認知症サポーター等登録制度の利用人数:100 人 

②社会参加のマッチングを支援した地域包括支援セン
ター数:25 か所 

① 148 人 
② 26 か所 

① 148％ 
② 104％ 

2 
 

認知症の人と介護者への支援の充実 
（指標・目標値）①ピアサポート活動の実施回数:１回 

②支援実施事業所数:２か所 

①  １回 
②２か所 

① 100％ 
② 100％ 

3 
 

若年性認知症本人・家族への支援 
（指標・目標値）開催回数:４回 

４回 100％ 

4 
 

認知症の早期発見 
（指標・目標値）認知症チェックリストの配布数:17,000 部 

20,291 部 119％ 
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第8期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 重点施策一覧第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 重点施策指標・目標数値

事業名 事業内訳 担当課
計画書
ページ

指標 Ｒ６年度目標 Ｒ７年度目標 Ｒ８年度目標 R7年度実績 R7年度達成率 R7年度取組内容
達成率80％未満又は

120%超の場合の要因
課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

①参加者総数（人） 4,000 4,000 1,000 8,333 208% 65歳以上の市内高齢者へ約130種類の社会参加プログラムを提供する

新規参加者のさらなる獲得
・プログラム参加者の割合が低い地域での本事業の体験イベントの実施
・自宅訪問や高齢者クラブ、自治区等への講師派遣といった出張型プログラ
ムの拡充
・プログラムを提供する民間事業者と連携した本事業のPR

②継続者総数（人） 3,000 3,000 3,000 3,711 124% 65歳以上の市内高齢者へ約130種類の社会参加プログラムを提供する 今後も継続参加に繋がるよう、プログラムの構成や仕組みを工夫する

2
集いの場へのコーディネー
ト強化

高齢福祉課、介護保険課、
健康づくり応援課、地域交
流課

39 コーディネート数（件） 650 650 650 938 144%
地域包括支援センター等の拠点において、対象となる高齢者の興味・関心に
基づいて集いの場へのコーディネートを実施。

各地域包括支援センターにおける積極的なコーディ
ネートによる。

引き続き事業を実施し、現状の水準を維持・拡大していく。

3 デジタルデバイド対策事業 高齢福祉課、情報戦略課 39 事業参加者数（人） 1,000 1,000 1,000 1,009 101%
交流館事業、ずっと元気プロジェクト等でスマホ教室を実施。また、市主導
でスマホ相談会（豊寿園及びケアハウスみなみ）、スマホ教室（民生委員対
象）を実施した。

－ 引続き事業を実施していく。

地域バス・地域タクシー 交通政策課 ー ー ー ー 213,548 － 地域バス１０地域、地域タクシー４地域の運行 － 引続き事業を実施していく。

住民主体によるボランティ
ア輸送への支援

交通政策課、介護保険課
ボランティア輸送検討地域数（か
所）

3 3 3 5 167%

①コミュニティ・カーシェアリングの運営支援
:水源カーシェア会（水源町）、平山・平和町カーシェア会（平山・
 平和自治区）
②ボランティア輸送に対する移動支援サービス専用保険加入に必要な経費の
支援
:たかみお助け隊（高美町）、堤町もりもりたい（堤町自治区）
③乗用タクシーを活用した移動支援サービスの運営支援
 :たかみお助け隊（高美町）、しきしまの家運営協議会（敷島自治区）

④ボランティアドライバーを対象に安全運転講習会の開催

－

①課題
 :●事業運営に必要な資金の確保
  ●担い手（運営団体、ドライバー）の高齢化
②R8年度の取組予定
 :●コミュニティ・カーシェアリングの導入や運営に関する支援
  ●ボランティア輸送専用の保険加入に必要な経費の支援
  ●乗用タクシーの活用
  ●ボランティアドライバーを対象にした安全運転講習会の開催

包括的相談支援事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福
祉課、健康づくり応援課、
保健支援課

包括的相談支援事業件数（件） ー ー ー 7,126 －
福祉の相談窓口や社協CSW等による複雑化・複合化した課題を適切に多機
関協働事業につなぐ支援を実施

－ 引続き事業を実施していく。

アウトリーチ等を通じた継
続的支援事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福
祉課、健康づくり応援課、
保健支援課

アウトリーチ等を通じた継続的支
援事業件数（件）

ー ー ー 2,270 －
同意のない対象者に対し、支援が行き届くように支援会議を経て情報収集や
自宅訪問等を実施し、信頼関係を構築し支援同意を得る支援を実施

－ 引続き事業を実施していく。

多機関協働事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福
祉課、健康づくり応援課、
保健支援課

多機関協働事業件数（件） ー ー ー 632 － 多機関の適切な連携による個別支援の実施。 － 引続き事業を実施していく。

参加支援事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福
祉課、健康づくり応援課、
保健支援課

参加支援事業支援件数（件） ー ー ー 262 －
利用できるサービスや等がなく、困難を抱えた住民に対する個別支援につい
て、居場所や生活改善の場等の創出・提供。

－ 引続き事業を実施していく。

地域づくり事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福
祉課、健康づくり応援課、
保健支援課

地域づくり支援件数（件） 100 100 100 209 209%
高齢者が安心して生活できるまちづくりや居場所づくりのための活動を実
施。

－
社協CSWが中心となり、地域づくり支援の事業実施者に伴走しながら、引き
続き支援を行う。

2 見守りネットワークの強化
高齢福祉課、よりそい支援
課

43
高齢者見守りほっとライン協力機
関登録件数（件）

2,450 2,475 2,500 2,311 93%
ひとり暮らし高齢者、見守りが必要な高齢者の増加を踏まえ、地域の商店や
医療機関等を協力機関として登録し、高齢者の異変に気付いたら地域包括支
援センターや市に通報してもらう体制を構築。

引き続き、各地域包括支援センターを通じて新規協力機関の依頼や既存協力
機関への制度周知をすすめていく。

3 介護人材ベースアップ支援 介護保険課 43
介護人材支援基礎研修の参加者数
（人）

30 30 30 23 77%

生産性向上のための業務分解に関する研修を基本編と実践編に分けて実施し
た。基礎編では業務分解における基礎知識や手法、実践編では具体的な業務
分解の活用方法や他事例を踏まえたブラッシュアップを行い、サービス事業
所の業務の改善が促進された。

研修後に業務分解の実践をしていただくために、研
修の参加要件を管理職等と現場職員それぞれに該当
する者１名ずつ出席することとしたが、現場の人手
不足や、事業所の現時点の課題に直結していなかっ
たため、想定より参加者が下回る結果となった。

R7年度の達成率は目標を下回ったが、研修に参加した事業所の評価は高く、
介護人材支援としては効果のあるテーマであったと考えられる。R8年度は、
研修の参加のしやすさからオンライン開催とし、事業所の現場リーダーがケ
アの質を高める手段としての業務整理を中心とした内容の研修を行う予定で
ある。

4
在宅医療・福祉連携推進事
業

地域包括ケア企画課 43
多職種連携ＩＣＴ「豊田みよしケ
アネット」加入率（％）

45.0 47.5 50.0 48.8 +1.3ｐｔ

・豊田加茂医師会による「豊田加茂ウェルビーイングネットワーク事業」に
おいて、専門職向け研修会を２回、市民向けイベントを１回開催
（研修参加人数:①58名 ②115名 イベント参加人数:600名）
・豊田加茂医師会における在宅医療機器共同利用制度の運用（利用実績（延
べ）:ポータブルエコー27件 ポータブル心電計11件）
・豊田地域人材育成センターによる在宅療養に携わる専門職の育成、育成カ
リキュラムの検討（修了生:訪問看護師（10名）、総合療法士（14名）、
訪問歯科衛生士（15名））
・豊田みよしケアネットについて、これまで活用が進んでいなかった栄養・
口腔の分野で活用が広がり始めたことをうけ、豊田加茂歯科医師会スキル
アップ研修会へ講師として参加し、制度の周知・説明を行った。
・高齢者クラブ等を対象とした在宅療養・ACP等に関する出前講座の実施

－
・豊田みよしケアネットについて、より積極的な利用促進につなげられるよ

う検討する

重点施策

  重点施策１
介護予防・健康づく
りに通じる社会参加

【成果指標】
会・グループへ月1回以
上参加している高齢者の
割合
（2022年度豊田市高齢
者等実態調査）
54.1％

       重点施策２
地域共生を支える体
制整備

【成果指標】
高齢者の介護や福祉の相
談窓口の認知度
（2022年度豊田市高齢
者等実態調査）
40.9％

ＳＩＢを活用した社会参加
型介護予防事業の展開

1
未来都市推進課
健康づくり応援課

37

4
地域主体の生活交通への支
援

39

1

参画事業者の増加や体験会の開催等のプロモーショ
ンを行った成果が出たため。

重層的支援体制の推進 42
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第8期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 重点施策一覧第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 重点施策指標・目標数値

事業名 事業内訳 担当課
計画書
ページ

指標 Ｒ６年度目標 Ｒ７年度目標 Ｒ８年度目標 R7年度実績 R7年度達成率 R7年度取組内容
達成率80％未満又は

120%超の場合の要因
課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

重点施策

認知症サポーターを中心と
した支えあい・助けあいの
仕組みづくり

高齢福祉課
認知症サポーター等登録制度の利
用者数（人）

100 100 100 148 148%
認知症サポーター養成講座受講者に登録勧奨を行った。
豊田市公式LINEや紙媒体での登録を行った。

登録方法が増えた（LINE）ことにより、登録しやす
い状況となったため。

認知症サポーター養成講座での登録勧奨を行い、積極的な活動につなげる。

認知症の人の社会参加の仕
組みづくり

高齢福祉課
社会参加のマッチングを支援した
地域包括支援センター数（か所）

20 25 28 26 104%
地域包括支援センター職員や関係団体を対象とした交流会（令和７年度は２
回に増やして開催）の実施。

－
地域包括支援センター職員や関係団体を対象とした交流会は昨年度に引き続
き２回開催予定。

認知症の人のピアサポート
活動支援

高齢福祉課
ピ ア サ ポ ー ト 活 動 の 実 施 回 数
（回）

1 1 1 1 100% 地域包括支援センターが開催した認知症カフェでピアサポートを行った。 －
各地域包括支援センターの地域特性を鑑みて、必要な地域でピアサポート活
動を実施する。

認知症伴走型支援事業 高齢福祉課 支援実施事業所数（か所） 1 2 2 2 100%
市民・支援者、民生委員等へ広くPRを行った。また、認知症介護家族会を
８回開催した。

－ 引き続きPRを継続する。

3
若年性認知症本人・家族へ
の支援

高齢福祉課 48
若年性認知症本人・家族会の開催
回数（回）

4 4 4 4 100%
四半期ごとに若年性認知症本人・家族会を開催。
令和６年度から土曜開催を継続。

－ 四半期ごとの開催を継続する。

4 認知症の早期発見 高齢福祉課 48
認知症チェックリストの配布数
（部数）

17,000 17,000 17,000 20,291 119% 認知症サポーター養成講座やイベント等で配布した。 － 今年度もイベント等で積極的に配布する。

       重点施策３
社会全体で取り組む
認知症支援

【成果指標】
認知症の人を理解し、協
力している市民の割合
（2022年12月時点の認
知症に係る各事業による
集計）
12.3％

1
認知症の人の社会参加支援
等の推進

47

2
認知症の人と介護者への支
援の充実

47
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第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 一般施策指標・目標数値

1 地域資源マップの構築 高齢福祉課、情報戦略課 50 ー ー ー ー ー — 構築済み 事業を継続する。
未来都市推進課、
健康づくり応援課

参加者総数（人） ○ 4,000 4,000 1,000

未来都市推進課、
健康づくり応援課

継続者総数（人） ○ 3,000 3,000 3,000

3
集いの場へのコーディネート事業【重
点・再掲】

高齢福祉課、介護保険課、健
康づくり応援課、地域交流課

50 コーディネート数（件） ○ 50 50 50

4
デジタルデバイド対策事業【重点・再
掲】

高齢福祉課、情報戦略課 50 事業参加者数（人） ○ 1,000 1,000 1,000

専門職による研修 介護保険課 専門職による研修の開催回数（回） ○ 3 3 3 12 400% 地域包括支援センター職員向けの研修を開催した
センター職員の要望を踏まえ、研修計画を企
画・実施する。

多職種で自立支援を考える会 高齢福祉課 多職種で自立支援を考える会の開催回数（回） ○ 19 19 19 19 100%
・自立支援型の地域ケア会議として市内5ブロックで開催
・地域包括支援センターへ会の在り方についてヒアリングを実施
し、結果をまとめた。

ヒアリング結果を受け、令和９年度に向けて内
容の見直しを行う。

地域バス・地域タクシー 交通政策課 ー ー ー ー

住民主体によるボランティア輸送への支援 交通政策課、介護保険課 ボランティア輸送検討地域数（か所） ○ 3 3 3

7 おでかけパス70 交通政策課 51 販売枚数（件） ー ー ー 1,296 —
広報やHPでの制度周知に加え、購入者にクーポン券を配布する実
証実験を行い、おでかけ目的の創出に取り組んだ。

制度に関する周知を継続して行いながら、クー
ポン配付事業を拡大することで、高齢者の更な
る外出促進のきっかけ作りに取り組む。

老人福祉センター (豊寿園) 高齢福祉課 51 利用者数（人） ー ー ー 85,254 — 教室、講座等の開催 7/31まで⾧寿命化工事のため休館

老人福祉センター (百年草) 足助支所、やすらぎ福祉総務 51 利用者数（人） ー ー ー 4,551 — 施設の運営
老人福祉センター (ぬくもりの里) やすらぎ福祉総務課 51 利用者数（人） ー ー ー 12,640 — 施設の運営

高齢者温泉休養施設(寿楽荘) 高齢福祉課 51 利用者数（人） ー ー ー 20,006 — 貸切風呂をはじめとした施設PR、高齢者クラブ等の団体送迎 事業を継続する。

豊田市福祉センター やすらぎ福祉総務課 52 利用者数（人） ー ー ー 154,380 — 施設の運営
ふくしの里 やすらぎ福祉総務課 52 利用者数（人） ー ー ー 12,221 — 施設の運営
まどいの丘 やすらぎ福祉総務課 52 利用者数（人） ー ー ー 19,385 — 施設の運営
ふじのさと やすらぎ福祉総務課 52 利用者数（人） ー ー ー 8,808 — 施設の運営
稲武福祉センター やすらぎ福祉総務課 52 利用者数（人） ー ー ー 12,896 — 施設の運営

10 地域ふれあいサロン 社会福祉協議会 52 実施箇所数（か所） ○ 252 252 252 243 96%
子どもから高齢者まで対象とした地域づくり支援の実施。新規開
拓4件

事業を継続する。

11 元気アップ事業の展開 健康づくり応援課 52 教室数（か所） ○ 20 20 20 11 55%
65歳以上を対象に、自治区等でストレッチ、筋力トレーニングや
レクリエーションを行い、自主活動に向けて支援する介護予防教
室を開催

自治区等との共催による開催にな
るが、チラシ回覧や参加者募集な
ど自治区の負担が大きいため。

自治区負担軽減のため、元気アップ事業を委託
化することにより、参加者の受付を委託事業者
にて実施する。

健康づくり応援課 自主活動継続数（か所） ー ー ー 207 — 保健師等により活動の継続に向けて支援実施 引き続き保健師等により継続的に支援を行う。

健康づくり応援課 支援グループ数（か所） ー ー ー 168 — 自主活動グループに対し、活動継続を支援するため、講師を派遣
引き続き自主活動グループの活動継続を支援す
るため、講師を派遣する。

健康づくり応援課 交流会参加者数（人） ー ー ー 159 —
交流館に自主活動グループの代表者が集まり、体操や座談会等を
実施

参加しやすい交流会となるよう、内容や会場の
見直しを行う。

13 口腔機能向上支援事業 健康づくり応援課 53 ー ー ー 42 —
高齢者を対象に、歯科衛生士が口腔機能に関する講義や体操を実
技を含めて実施

幅広く利用していただくために、周知方法の見
直しを行う。

1 高齢者クラブ活動の支援 地域交流課 54 高齢者クラブ会員数（人） ー ー ー 14,550 — ・交付金、補助金による活動支援
・交付金、補助金による活動支援
・クラブ数・会員数の減少に対して連合会と対
策協議

産業人材活躍課 会員数（人） ー ー ー 1,986 —

既存の自主事業として、他の民間企業との整合性を勘案しつつ、
販路拡充やPR活動に努め、地域の担い手としての生きがい就労に
寄与し、市民への公益還元に務めた。加えて、適切な就業環境の
確保およびフリーランス保護の観点に立ち、令和8年度からの包括
的契約方式の導入に向けた具体的な調整を推進した。

【課題】
①会員の高齢化に伴う新規会員の確保
②交通手段を理由に参加を断念する会員の声
【対応策】
①会員のニーズに合ったお仕事の新規開拓
②DX等を活用した取り組み等の検討

産業人材活躍課 受注件数（件） ー ー ー 5,046 —

既存の自主事業として、他の民間企業との整合性を勘案しつつ、
販路拡充やPR活動に努め、地域の担い手としての生きがい就労に
寄与し、市民への公益還元に務めた。加えて、適切な就業環境の
確保およびフリーランス保護の観点に立ち、令和8年度からの包括
的契約方式の導入に向けた具体的な調整を推進した。

【課題】
①会員の高齢化に伴う新規会員の確保
②交通手段を理由に参加を断念する会員の声
【対応策】
①会員のニーズに合ったお仕事の新規開拓
②DX等を活用した取り組み等の検討

産業人材活躍課 就業延人数（人） ー ー ー 131,044 —

既存の自主事業として、他の民間企業との整合性を勘案しつつ、
販路拡充やPR活動に努め、地域の担い手としての生きがい就労に
寄与し、市民への公益還元に務めた。加えて、適切な就業環境の
確保およびフリーランス保護の観点に立ち、令和8年度からの包括
的契約方式の導入に向けた具体的な調整を推進した。

【課題】
①会員の高齢化に伴う新規会員の確保
②交通手段を理由に参加を断念する会員の声
【対応策】
①会員のニーズに合ったお仕事の新規開拓
②DX等を活用した取り組み等の検討

5 専門職との連携 50

R7年度実績 Ｒ７年度取組内容

12

2

8

2 シルバー人材センター

2
生きがいづく
り・就労支援

9

1
ふれあい・健
康づくり

福祉センター

基本
目標

施策 事業名 事業内訳分野
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高齢者福祉施設

地域介護予防活動支援事業の展開
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※目標を設定している指標は図書に掲載

6
地域主体の生活交通への支援【重点・
再掲】

SIBを活用した社会参加型介護予防事
業の展開【重点・再掲】

50

51

52

54

担当課 指標
目標
設定

R6年度目標
計画書
ページ

R7年度目標 R8年度目標
達成率80％未満又は120%超
の場合の要因

課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

R7年度達成率

5
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目標
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担当課 指標
目標
設定

R6年度目標
計画書
ページ

R7年度目標 R8年度目標
達成率80％未満又は120%超
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課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

R7年度達成率

3 とよたシニアアカデミー 地域交流課 54
「通年コース」「専門コース」「はじめの一歩講
座」受講者数（人）

○ 328 328 328 317 97% 「通年コース」「専門コース」「はじめの一歩講座」の実施

・成人を対象とし、みんなの学び合いクラスに
名称変更
・交流館指定管理事業として実施
・通年講座（上郷・高橋交流館）とファースト
ステップ講座を実施

4
子ども食堂を活用した多世代が交流・
活躍できる居場所の展開

よりそい支援課 55 参加者数（人） ー ー ー 15,711 —
高齢者施設等の地域資源を有効に活用しながら、相談応・運営支
援について多様な担い手が参加できるように支援。

5 認知症本人発信支援 高齢福祉課 55 認知症本人による発信機会の提供数（回） ー ー ー 30 —
本人発信ができる認知症の人（Nピア）を６名登録し、認知症サ
ポーター養成講座等で市民向けに講話。

Nピア登録者を確保しつつ、認知症サポーター
養成講座や認知症カフェ等で話してもらう取組
を継続する。

6 本人ミーティング支援事業 高齢福祉課 55 本人ミーティングの開催回数（回） ○ 1 1 1 10 — 地域包括支援センター８回、高齢福祉課２回開催
次期計画策定に向け、認知症の人からヒアリン
グを行う。

認知症の人のピアサポート活動支援 高齢福祉課 ピアサポート活動の実施回数（回） ○ 1 1 1

認知症伴走型支援事業 高齢福祉課 支援実施事業所数（か所） ○ 1 2 2

8 敬老金の贈呈 高齢福祉課 56 贈呈件数（件） ー ー ー 6,062 — 高齢者を敬い、⾧寿を祝う目的で敬老金を贈呈した。 事業を継続する。

1 出前講座の展開
介護保険課、地域包括ケア企
画課

57 講座開催数（回） ー ー ー 5 —
高齢者が安心して生活できるまちづくりや居場所づくりのための
活動を実施。

高齢者が安心して生活できるまちづくりや居場
所づくりのための活動を実施。

2 学校教育における高齢者の理解促進 高齢福祉課、介護保険課 57 授業実施学校数（校） ー ー ー 0 — WeLOVEとよたに教育プログラムを掲載した。 教育プログラムの見直し。

認知症サポーター養成講座受講者数（人） ○ 2,800 2,800 2,800 2,980 106% 住民、職域、学校等で講座を開催 住民、職域、学校等で講座を開催する。

認知症ミニ講座受講者数 ○ 200 200 200 2,560 1280% 住民、職域、学校等で講座を開催
認知症サポーター養成講座の時間
が確保できない人を対象に積極的
に開催した。

住民、職域、学校等で講座を開催する。

認知症サポーターステップアップ講座受講者数
（人）

○ 400 400 400 835 209% 住民、職域、学校等で講座を開催
認知症サポーターへの受講開催を
積極的に行った。民生委員を含む
住民への開催が多い。

住民、職域、学校等で講座を開催する。

4 認知症に関する普及啓発 高齢福祉課 58 ー ー ー ー — —
認知症月間である9月にイベントを開催。認知症理解啓発のための
上映会と認知症の症状をVRで体験する体験会を開催。また別日
に、認知症サポーター養成講座を開催。

認知症月間である９月に認知症啓発に関する上
映会と認知症サポーター養成講座を開催する。

5 認知症カフェの推進 高齢福祉課 58 設置件数（件） ー ー ー 31 —
地域包括支援センター主催29件、介護施設主催1件、高齢福祉課主
催1件

地域包括支援センター、介護 施設、高齢福祉
課で開催する。

6
（仮称）認知症の人にやさしい店舗
認証制度事業

高齢福祉課 58 — ー ー ー — —
「認サポ×店舗」の新規企業への勧奨、既存企業への再依頼が不十
分だった。

「認サポ×店舗」の新規企業への
勧奨、既存企業への再依頼が不十
分だった。

既登録企業、新規登録企業への勧奨を行う。

高齢者見守りほっとライン 高齢福祉課 59
高齢者見守りほっとライン協力機関登録件数
（件）

○ 2,450 2,475 2,500 2,311 93%
地域の商店等を協力機関として登録し、高齢者がの異変に気付い
たときに、地域包括支援センターや市に通報してもらう体制を構
築。

継続して実施。

みまもりほっとパーキング事業 高齢福祉課 59
みまもりほっとパーキング事業協力機関登録件数
（件）

○ 770 790 810 778 98%
高齢者の支援に必要な個別訪問等において、駐車場の確保が困難
な場合に、協力機関が所有する駐車場を提供してもらうよう依
頼。

継続して実施。

徘徊高齢者・障がい者等事前登録制度 高齢福祉課 59 徘徊高齢者・障がい者等事前登録件数（件） ー ー ー 218 —
行方不明になる可能性がある高齢者等の情報を事前に登録し、地
域包括支援センターや民生委員と情報を共有し、日ごろの見守り
につなげました。

継続して実施。

認知症高齢者等個人賠償責任保険 高齢福祉課 59 加入者数（人） ー ー ー 217 —
認知症高齢者が事故で第三者に損害を負わせ、損害賠償責任を
負った場合等に、これを補償する保険に加入。

継続して実施。

見守り安心マーク 高齢福祉課 59 見守り安心マーク利用者数（人） ー ー ー
102人

（980枚）
—

行方不明になる可能性がある高齢者等を対象に、氏名や連絡先を
記している医につけるマークを配付。

継続して実施。

かえるメールとよた（緊急メールとよた行
方不明者情報）

高齢福祉課 60 かえるメールとよた登録者数（人） ○ 12,000 12,500 13,000 12,091 97%
行方不明高齢者等の捜索に協力してくれる個人や団体等を登録
し、早期発見に役立てました。

継続して実施。

徘徊者捜索機器利用促進補助金（GPS機器
助成）

高齢福祉課 60 徘徊者捜索機器利用促進補助金交付件数（件） ー ー ー 10 —
行方不明になる可能性がある高齢者等を対象に、行方不明になっ
ても速やかに位置情報を把握できるGPS機器の導入に補助を実
施。

継続して実施。

徘徊高齢者捜索模擬訓練 高齢福祉課 60 徘徊高齢者捜索模擬訓練実施回数（回） ー ー ー 1 —
認知症高齢者行方踏み絵時に早期発見・対応が行えるように行方
不明になった場合を想定し、模擬訓練を実施。

継続して実施。

2
市民参加の支
え合い

豊田市ささえあいネットの推進

市民理解の促
進

1

1

7
認知症の人と介護者への支援の充実
【重点・再掲】

56

3 認知症サポーターの養成 高齢福祉課 57

6
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2 お元気ですか訪問 高齢福祉課 60 利用者数（人） ー ー ー 27 — ２週間に１回、自宅に訪問し利用者の話し相手になる 継続して実施。

3 高齢者クラブ友愛活動の促進 地域交流課 60 高齢者クラブ友愛活動における訪問件数（件） ー ー ー 145 — ・交付金、補助金による活動支援

・交付金、補助金による活動支援
・クラブ数・会員数の減少に対して連合会と対
策協議

1
見守りネットワークの強化【重点・再
掲】

高齢福祉課、よりそい支援課 61
高齢者見守りほっとライン協力機関登録件数
（件）

○ 2,450 2,475 2,500

2
豊田市ささえあいネットの推進【再
掲】

高齢福祉課 61 ー ー ー ー

3 お元気ですか訪問【再掲】 高齢福祉課 61 ー ー ー ー

4 ひとり暮らし高齢者等登録 よりそい支援課 61 ひとり暮らし高齢者等登録制度登録者数（人） ー ー ー 3,590 —

ひとり暮らし高齢者等を登録し、急病時、災害時及びその他緊急
時における安全確保若しくは安否確認、孤独感の解消又は敬老事
業等の推進を図り、安全で安らかな生活を営むことが出来るよう
支援。

継続して実施

5 福祉電話訪問 高齢福祉課 61 福祉電話訪問利用者数（人） ー ー ー 16 — 週１回の電話訪問 継続して実施

6 緊急通報システムの設置 高齢福祉課、障がい福祉課 62 緊急通報システム設置件数（件） ー ー ー 61 — 月１回の電話訪問及び緊急通報装置の設置 継続して実施

包括的相談支援事業 よりそい支援課、生活福祉 包括的相談支援事業件数（件） ー ー ー

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福祉
課、健康づくり応援課、保健
支援課

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業件数
（件）

ー ー ー

多機関協働事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福祉
課、健康づくり応援課、保健
支援課

多機関協働事業件数（件） ー ー ー

参加支援事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福祉
課、健康づくり応援課、保健
支援課

参加支援事業支援件数（件） ー ー ー

地域づくり事業

よりそい支援課、生活福祉
課、障がい福祉課、高齢福祉
課、健康づくり応援課、保健
支援課

地域づくり支援件数（件） ○ 100 100 100

総合相談支援業務 高齢福祉課 ー ー ー ー 157,462 — 包括的支援事業を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

権利擁護業務 高齢福祉課 権利擁護相談件数（件） ー ー ー 1,256 — 包括的支援事業を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 高齢福祉課 地域ケア個別会議開催数（回） ー ー ー 20 — 包括的支援事業を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

第１号介護予防支援事業（介護予防ケアマ
ネジメント）

高齢福祉課 介護予防ケアマネジメント延べ人数（人） ー ー ー 19,875 — 包括的支援事業を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

指定介護予防支援事業（要支援者の予防給
付のケアマネジメント）

高齢福祉課 予防給付延べ人数（人） ー ー ー 33,752 — 包括的支援事業を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

3
基幹型地域包括支援センターによる支
援

高齢福祉課 65 地域包括研修回数（回） ー ー ー 36 — 包括的支援事業の後方支援を実施
継続して実施
（業務効率化を検討）

4 生活困窮者自立支援 よりそい支援課 66 自立相談支援機関への相談件数（件） ○ 5,250 5,250 5,250 12,006 229%
食糧支援や貸付相談から家計改善支援や就労支援への相談支援に
繋ぎ、相談者が自立できるように支援。

物価高騰により、新規相談件数及
び継続相談の対応件数が増加した
ため

継続して実施

5 成年後見制度利用支援 よりそい支援課 66 申立件数（件） ー ー ー 30 —
認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で、判断能力の不十
分な方々の権利を守る。

継続して実施

6 成年後見支援センター よりそい支援課 66 相談・対応件数（件） ー ー ー 273 —
認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で、判断能力の不十
分な方々の権利を守る。

継続して実施

7
身寄りのない市民等が入所・入院を含
め地域で安心して生活し続けられる環
境整備

よりそい支援課、生活福祉課 67 ー ー ー ー ― —
身寄りを頼ることができない方の総合相談としてみよる相談ス
テーションの立ち上げと社会福祉協議会事業（結サポート）との
連携

みよる相談ステーション・
（結サポート）の拡充

8 共生型サービスの推進
地域包括ケア企画課、障がい
福祉課、介護保険課

67 共生型サービス実施事業所数（か所） ○ 9 10 11 6 60% 法人からの申請に基づき、サービス事業所としての指定を実施

・共生型サービスの指定を受ける
ためには人員配置を充実させる必
要があるが、事業所側にその余裕
がない（現状で手一杯）ことが推
察される

昨年同様

1
在宅医療・福祉連携推進事業【重点・
再掲】

地域包括ケア企画課 68
多職種連携ICT「豊田みよしケアネット」加入率
（％）

○ 45.0 47.5 50.0

地域ケア個別会議 高齢福祉課 68 実施回数（回） ー ー ー 22 — 利用者が地域で暮らしていけるよう、地域ケア個別会議を実施 継続して実施

多職種で自立支援を考える会 高齢福祉課 68 実施回数（回） ー ー ー 19 —
・自立支援型の地域ケア会議として市内5ブロックで開催
・地域包括支援センターへ会の在り方についてヒアリングを実施
し、結果をまとめた。

ヒアリング結果を受け、令和９年度に向けて内
容の見直しを行う。

地域ケア推進会議 高齢福祉課 68 実施回数（回） ー ー ー 2 — 高齢者施策について協議。 R8は3回実施予定

2 地域ケア会議等

3 見守りの推進

重層的な支援4

2

1 重層的支援体制の推進【重点・再掲】

地域包括支援センター

２
 
地
域
共
生

63

63

7

Ⅱ 
 
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

市民参加の
支え合い

2

５ 関係機関
との連携



第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 一般施策指標・目標数値

R7年度実績 Ｒ７年度取組内容
基本
目標

施策 事業名 事業内訳分野

※目標を設定している指標は図書に掲載

担当課 指標
目標
設定

R6年度目標
計画書
ページ

R7年度目標 R8年度目標
達成率80％未満又は120%超
の場合の要因

課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

R7年度達成率

3
市民・多職種と連携した意思決定支援
の普及

地域包括ケア企画課、よりそ
い支援課、障がい福祉課、高
齢福祉課

69 ー ー ー ー ー —
◎市民後見人養成講座を含む各分野での意思決定支援に関する研
修の実施。
◎意思決定フォロワーの養成。

これまでの取組に加え、意思決定支援にかかる
フォロワー派遣を検討

4 認知症地域支援推進員の活躍支援 高齢福祉課 69 研修受講者数 ー ー ー 18 — 新任者研修に11人、現任者研修に7人受講した。
引き続き研修開催の周知を地域包括支援セン
ターに行う。

5 認知症初期集中支援推進事業の展開 高齢福祉課 69 医療・介護サービスにつながった人の割合（%） ○ 65.0 65.0 65.0 100 154% 支援チームに関する普及啓発、認知症初期集中支援の実施等
チーム員のスキルアップや連携体
制の充実によるものと考えられる

支援チームのPRを行いながら必要な人に支援
を実施

6 専門職との連携【再掲】 高齢福祉課、介護保険課 69 ー ー ー ー

1
介護人材ベースアップ支援【重点・再
掲】

介護保険課 70 介護人材支援基礎研修の参加者数（人） ○ 30 30 30

職場改善コーディネーター派遣件数（件） ○ 5 5 5 4 80%
希望する事業所へコーディネーターを派遣し、職場改善の伴走支
援を行った。また、実施結果をまとめた事例集を作成した。

伴走支援を希望する事業者が想定よりも少な
かっため、事業の周知方法について見直す予
定。

コミュニケーションに関する研修の参加人数 ○ 20 20 20 24 120%

コミュニケーションに関する研修を実施することにより、参加者
が職場内で良好な人間関係を築くためのコミュニケーションスキ
ルを身に付け、それを職場に還元する手法を理解し、実践できる
よう促す。

継続して実施

受入支援事業の参加者数（人） ○ 30 30 30 26 87%
外国人材向けのごみ分別や交通ルール、学習・キャリアに係るセ
ミナー及び交流会の開催。外国人材担当者向けの外国人材の受入
れ・定着のためのセミナーの開催。

受講後のアンケート結果を踏まえ、ボランティ
ア団体と連携しつつ交流会等を実施する予定。
また、外国人材受け入れ等に関する情報を提供
する予定。

日本語講座等の受講者数（人） ○ 35 35 35 32 91% 外国人材向けの日本語学習及び介護福祉士国家試験対策の支援。 継続して実施

4 豊田訪問看護師育成センター 地域包括ケア企画課 71 訪問看護師育成数（人） ○ 11 —
訪問看護師の人材確保・育成。訪問看護師に必要な知識や技術を
習得することと、スキルアップのためのカリキュラムを実施。

本年同様に実施。修了生へのフォローアップ・
スキルアップ研修にも力を入れていく。

5 豊田総合療法士育成センター 地域包括ケア企画課 71 総合療法士育成数（人） ○ 15 —
在宅生活に関する総合的・多面的な視野を持ち、社会参加を促進
できる療法士となるために必要な知識や技術を習得できるカリ
キュラムを実施。

本年同様に実施。修了生へのフォローアップ研
修にも力を入れていく。

6
豊田市・藤田医科大学連携地域医療学
寄付講座の展開

地域包括ケア企画課 71 ー ー ー ー ー —
総合診療医育成プログラムを通して、地域で活動する医師の育
成・確保を実施。

本年同様に実施。

高齢福祉課 71
介護支援専門員を対象とした研修の実施回数
（回）

○ 15 15 15 10 67% 10回開催し、296人が参加した（R6年度:221人／15回）。
研修回数を絞り、効率的に開催し
たため。

継続して事業を実施

介護保険課 71 現任介護職員研修の実施回数（人） ○ 4 4 4 4 100%
市内の介護サービス事業所等に所属する職員に対し、介護技術等
に関する研修を実施した。

事業所にアンケートを行い、事業所ニーズを反
映した研修内容で実施する。

就職相談会による就職者数（人） ○ 10 10 10 7 70%
介護の就職相談会を実施することにより、求職者と市内介護サー
ビス事業所をマッチングした。

面接など選考採用中の方が2名お
り、その後の採用状況を把握でき
ていないため。

若い世代を中心とした広い世代に関心をもって
もらうため魅力発信フェアを開催する予定。

訪問介護職場体験参加者数（人） ○ 10 10 10 30 300%
介護の仕事に就職したい方や興味がある方を対象に、訪問介護の
職場体験・見学会を開催

学校や初任者研修を実施している
介護事業所へ直接訪問し、当該事
業の説明を実施することで、目標
を超える参加人数を確保すること
ができた。

全サービス種別（+障がい福祉サービス）に拡
大し実施

9 とよた市民福祉大学 社会福祉協議会 72 修了者数（人） ○ 60 60 60 71 117%
福祉入門コース、家庭介護コース、修了生向け専門講座（認知
症、障害）

求められている地域福祉の担い手づくりを、地
域福祉を推進を役割とする社会福祉協議会とし
て継続して実施

10
学校教育における高齢者の理解促進
【再掲】

高齢福祉課、介護保険課 72 ー ー ー ー 0 #VALUE! WeLOVEとよたに教育プログラムを掲載した。 教育プログラムの見直し。

累計25人以上

累計45人以上

介護保険課 70

5
関係機関との
連携

1
介護に関わる
人材への支援

3 外国人材への支援

7
介護支援専門員・介護職員の専門スキ
ルの向上

8 国内人材の創出

2 職場環境向上支援
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第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 一般施策指標・目標数値

R7年度実績 Ｒ７年度取組内容
基本
目標

施策 事業名 事業内訳分野

※目標を設定している指標は図書に掲載

担当課 指標
目標
設定

R6年度目標
計画書
ページ

R7年度目標 R8年度目標
達成率80％未満又は120%超
の場合の要因

課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

R7年度達成率

1
避難行動要支援者名簿を活用した支援
体制づくりへの支援

よりそい支援課 73 避難行動要支援者名簿 同意率（％） ー ー ー 80% — 出前講座等による啓発活動の実施 出前講座等による啓発活動の実施

2
介護サービス事業所への感染症対策啓
発・指導

介護保険課 73 支援モデル実施数（件） ー ー ー ー — 事業者講習会で感染症対策の啓発を実施 事業者講習会で感染症対策の啓発を実施

延食数（回） ー ー ー
424,573(高
420,613/障

3,960)
—

高齢者の精神的負担の軽減及び社会生活の維持のための活動を実
施

R9—R11の委託事業者選定プロポーザル実施
及び利用者負担額増額に向けての調整

実利用者数（人） ー ー ー 20,266人 — 同上 同上

2
地域主体の生活交通への支援【重点・
再掲】

交通政策課、介護保険課 74 ー ー ー ー

3 ひとり暮らし高齢者等移動費助成 高齢福祉課、障がい福祉課 74 交付者数（人） ー ー ー
19,857(高
4,278/障
15,579)

— タクシー料金助成券の交付
継続して交付事業を行い、券の電子化や事務の
効率化の検討

4 シルバーカー購入費助成 高齢福祉課 75 助成者数（人） ー ー ー 192 —
シルバーカー購入費を一部助成
申請の電子化を実施

継続して実施

5 高齢者等補聴器購入費助成 高齢福祉課 75 助成者数（人） ー ー ー 488 — 補聴器の購入費を一部助成
申請書見直し及び難聴者対象の検診などの追加
補助導入の検討

豊田市交通安全学習センター高齢者講習 交通安全防犯課 75
豊田市交通安全学習センター高齢者講習
延参加者数（人）

○ 1,500 1,500 1,500 937 62%

市内の高齢者クラブ等を対象に交通安全学習センターにおいて講
習及び体験学習を実施。内容は夜間の視認性や反射材の効果、飲
酒疑似体験、身体機能の変化等。このほか、各高齢者クラブから
選任された高齢者交通安全アドバイザーを対象に、交通事故現場
を視察後、センターにおいて危険場面を再現し、回避する方法を
伝える「高齢者交通事故現場移動講習会」を警察署との連携によ
り実施した。

高齢者クラブの数及び加入者数の
減少が大きいと考えている。

より多くの高齢者に対して交通安全学習の機会
を提供できるよう、企画・広報内容等を検討し
ていく。

高齢者交通安全防犯世帯訪問 交通安全防犯課 75
高齢者交通安全防犯世帯訪問事業
訪問世帯数（世帯）

○ 9,000 9,000 9,000 9,252 102%

高齢者が住む世帯を訪問し、高齢者とその家族に対して交通安全
と防犯に関する啓発を行うことで、意識の向上と、交通事故及び
犯罪被害の防止を図った。令和7年度は五ケ丘小学校をはじめ13小
学校区の75歳以上の高齢者が住む9,252世帯を訪問した。

高齢化により年々訪問対象の世帯が増えている
ため、効率よく訪問するための人員体制の確保
等が課題である。

7 高齢者の住宅防火促進事業 消防本部予防課 75 ー ー ー ー —
福祉事業所のケアマネジャー等と連携し、住宅防火対策の推進を
図った。

本年同様に実施

8 生活管理指導短期宿泊・緊急短期入所 よりそい支援課 76 利用日数（日） ー ー ー 1,645 —
高齢者の精神的負担の軽減及び社会生活の維持のための活動を実
施

事業を継続して実施

ふれあい収集 清掃業務課 75 実利用者数（人） ー ー ー 389 — ごみ出し困難な高齢者等に対しごみ出し支援を実施 —
利用者の増加に対し、事務の効率化及び収集体
制の確保の検討

寝具クリーニング等サービス 介護保険課 76 実利用者数（人） ー ー ー 13 — 在宅で介護を受ける要介護認定者へ寝具券交付 依頼があった対象者へ寝具券を交付する。

訪問理美容サービス 高齢福祉課、障がい福祉課 76 実利用者数（人） ー ー ー
140(介104/障

36)
— 理美容店の出張費を助成 継続して実施

10 すこやか住宅リフォーム助成 介護保険課 76 申請件数（件） ー ー ー 501 — 介護保険「住宅改修」の補完事業

介護保険「住宅改修」の補完事業として、在宅
で介護を受けている自己負担割合が１割の人に
対し、対象となる住宅工事に要した費用の一部
を助成する。

11 買い物環境改善事業の展開 産業振興課 76 ー ー ー ー

・補助金交付実
績３件
・協議会を４回
開催

—
・豊田市買い物困難者対策協議会の設置・開催
・本市の地域ごとの買い物環境を調査し、具体な施策等を検討

・買い物困難者対策を横串で検討していく（買
い物困難者対策協議会）
・買い物困難者支援となる地域ECの構築に向
けた実証実験の実施（デジタル注文システム効
果検証業務）
・移動販売事業の持続的運営に向けた支援（買
い物困難者支援事業費補助金）

高齢福祉課、障がい福祉課 74

4
 
災
害
・
感
染
症

５
 
日
常
生
活

9 日常生活衛生管理支援

1

1 「食」の自立支援事業の展開

1 生活支援

6 高齢者の交通安全支援

災害・感染症
への備え

9
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第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 一般施策指標・目標数値

R7年度実績 Ｒ７年度取組内容
基本
目標

施策 事業名 事業内訳分野

※目標を設定している指標は図書に掲載

担当課 指標
目標
設定

R6年度目標
計画書
ページ

R7年度目標 R8年度目標
達成率80％未満又は120%超
の場合の要因

課題と課題を踏まえた
Ｒ８年度の取組予定

R7年度達成率

1 家族介護交流会の開催 高齢福祉課 77 開催回数（回） ー ー ー 71 — 家族介護交流会の開催 家族介護交流会の開催

2 認知症介護家族会の開催 高齢福祉課 77 開催回数（回） ー ー ー 8 — 認知症介護家族交流会の開催 認知症伴走型支援事業所が８回開催。

3
若年性認知症本人・家族への支援【重
点・再掲】

高齢福祉課 77 若年性認知症本人・家族会の開催回数（回） ○ 4 4 4

産業人材活躍課 働き方改革アドバイザー・講師派遣件数（件） ー ー ー 41 —
就業規則や賃金規定のほか、人事関連諸規定の整備や労働関係法
令への対応状況のチェックのためのアドバイザー及び専門講師を
派遣した。

【課題】講師派遣の件数減少
【対応策】事業所訪問の機会等で事業所に対
し、本事業の活用モデル案を提案する。

産業人材活躍課
はたらく人がイキイキ輝く事業所表彰応受賞事業
所数（事業所）

ー ー ー 15 —
引き続き、働きやすい職場づくり推進事業所確認公表制度による
裾野の拡大・SDGs認証制度との連携を行った。

【課題】事務工数における費用対効果が低い
【対応策】
・事務工数の削減に向けた事務改善を検討す
る。
・協議会等を活用しながら、制度自体の見直し
に向けた検討を行う。

産業人材活躍課
働きやすい職場づくり推進事業所確認・公表制度
確認完了事業所数（事業所）

75 —

・登録アドアドバイザーによる現地確認では、確認作業だけでな
く、追加の助言や情報提供を行うことで、事業所に対する働き方
改革の支援や後押しを行った。
・２年間の有効期限が終了し、更新のタイミングを迎える事業所
に対して、再申請の案内を行った。

【課題】事務工数における費用対効果が低い
【対応策】
・事務工数の削減に向けた事務改善を検討す
る。
・協議会等を活用しながら、制度自体の見直し
に向けた検討を行う。

5 ショートステイの利用支援 介護保険課 78 ー ー ー ー 252 — ショートステイを利用する人に対して利用料の一部を助成
ショートステイを利用する人に対して利用料の
一部を助成

1
セーフティネット住宅の登録と居住支
援

建築相談課 79 登録件数（件） ー ー ー 3,635 — セーフティネット住宅の登録と居住支援協議会の運営 継続して事業を実施

2 サービス付き高齢者向け住宅の登録 建築相談課、介護保険課 79 登録件数（件） ー ー ー 433 — サービス付き高齢者向け住宅の登録 継続して事業を実施

3 有料老人ホームの設置運営への指導 介護保険課 79 設置件数（件） ー ー ー 4 — 窓口での相談対応等 窓口での相談対応等

4
シルバーハウジング（高齢者世話付住
宅）

高齢福祉課、建築保全・住宅
課

80 戸数（戸） ー ー ー 114 — 生活援助員の派遣 継続して事業を実施

5 軽費老人ホーム（ケアハウス） 高齢福祉課 80 入所者数（人） ー ー ー 98 — ケアハウスの運営支援及び利用料補助金交付 継続して事業を実施

6 生活支援ハウス やすらぎ福祉総務課 80 入居数（人） ー ー ー 6 — 継続して事業を実施

7 養護老人ホーム 高齢福祉課、よりそい支援課 81 入所者数（人） ー ー ー 61 —
高齢者の精神的負担の軽減及び社会生活の維持のための活動を実
施

高齢者の精神的負担の軽減及び社会生活の維持
のための活動を実施

4
仕事と介護の両立支援につながる取組
の推進

77

2 家族介護支援

3 住まいの支援

10
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／
月
）

2
,
3
8
4

2
,
5
8
1

1
0
8
.
3
%

6
6

1
0
0
.
0
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

6
6

1
0
0
.
0
%

短
期
入
所
療
養
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

4
1

3
0

7
3
.
2
%

4
1

3
4

8
2
.
9
%

5
1

4
6

9
0
.
2
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

5
3

5
5

1
0
3
.
8
%

短
期
入
所
生
活
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

2
6
2

3
5
6

1
3
5
.
9
%

2
5
1

2
7
5

1
0
9
.
6
%

3
6
0

3
7
4

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
者
数
（
人
／
月
）

3
7
3

3
9
1

1
0
4
.
8
%

1
2
6
.
2
%

居
宅
療
養
管
理
指
導

利
用
者
数
（
人
／
月
）

1
6
8

2
1
2

1
6
2

1
9
0

1
1
7
.
3
%

1
0
3
.
9
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

3
6

6
0

1
6
6
.
7
%

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
回
数
（
回
／
月
）

3
8
0

6
0
0

1
5
7
.
9
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

3
0
8

3
9
1

1
2
6
.
9
%

訪
問
看
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

1
,
6
5
7

1
,
9
9
9

1
2
0
.
6
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

1
6

4
2
5
.
0
%

訪
問
入
浴
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

5
8

2
1

3
6
.
2
%

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

市
認
定
者
数

比
率
（
％
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

国
認
定
者
数

比
率
（
％
）

県
認
定
者
数

比
率
（
％
）

4
1
4
,
6
6
2

4
1
4
,
5
2
3

1
0
0
.
0
%

4
1
5
,
8
4
4

4
1
5
,
2
8
6

9
9
.
9
%

1
0
3
,
6
2
0

1
0
3
,
2
1
9

9
9
.
6
%

2
4
.
9
9
%

2
4
.
9
0
%

-
5
.
3
7
%

5
.
0
9
%

-
1
1
.
6
4
%

1
1
.
8
4
%

-
1
7
.
0
1
%

1
6
.
9
4
%

-
1
7
,
6
2
4

1
7
,
4
8
3

9
9
.
2
%

1
2
,
0
4
4

1
1
,
5
0
7

9
5
.
5
%

1
,
4
9
9

1
,
2
7
5

8
5
.
1
%

2
,
0
7
8

2
,
1
3
1

1
0
2
.
6
%

1
,
9
8
4

1
,
8
5
2

9
3
.
3
%

2
,
9
6
4

2
,
7
1
8

9
1
.
7
%

3
,
5
1
9

3
,
5
3
1

1
0
0
.
3
%

5
,
5
8
0

5
,
9
7
6

1
0
7
.
1
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

3
,
1
6
0

3
,
1
7
9

1
0
0
.
6
%

2
,
4
2
0

2
,
7
9
7

1
1
5
.
6
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

全
体

（
認

定
者

数
、

給
付

費
、

被
保

険
者

数
、

保
険

料
収

入
必

要
額

）
を

通
し

て
、

概
ね

見
込

ん
だ

通
り

の
事

業
運

営
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

R
7
見
込
み
利
用
回
数
・
利

用
者
数
が
多
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
（
母
数
が
少
な
い

こ
と
に
よ
る
影
響
）

R
7
見
込
み
利
用
者
数
が

多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

（
母
数
が
少
な
い
こ
と

に
よ
る
影
響
）
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（
２

）
地

域
密

着
型

介
護

（
介

護
予

防
）

サ
ー

ビ
ス

①
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

（
令

和
8
年

6
月

時
点

）

②
地

域
密

着
型

介
護

サ
ー

ビ
ス

（
令

和
8
年

6
月

時
点

）

（
３

）
施

設
介

護
サ

ー
ビ

ス
（

令
和

8
年

6
月

時
点

）

（
４

）
特

別
給

付
（

令
和

8
年

6
月

時
点

）

（
５

）
地

域
支

援
事

業

★
介

護
予

防
・

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

介
護
予
防
訪
問
サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援
訪
問
サ
ー
ビ
ス

介
護
予
防
通
所
サ
ー
ビ
ス

生
活
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス

４
　

施
設

整
備

R
6
目

標
R
7
目

標
R
8
目

標
R
6
実

績
R
7
実

績
差

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

0
(
9
0
)

0
0

0
-
9
0

 
広
域
型

0
(
9
0
)

0
0

0
-
9
0

地
域
密
着
型

0
0

0
0

0
0

介
護
老
人
保
健
施
設

0
0

0
0

0
0

介
護
医
療
院

0
0

0
0

0
0

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

(
4
5
)

6
3

0
1
8

7
2

-
1
8

特
定
施
設

(
2
9
)

(
9
4
)

0
5
2

1
0

-
9
4

合
計

7
4

2
4
7

0
7
0

8
2

-
2
0
2

　
※
整
備
数
値
は
、
竣
工
年
度
で
記
載
。
（
　
）
は
第
8
期
に
お
い
て
計
画
さ
れ
、
第
9
期
に
整
備
さ
れ
る
も
の

1
,
9
2
8

2
,
0
8
3

1
0
8
.
0
%

4
4
3

3
8
4

8
6
.
7
%

5
5
2

5
4
2

9
8
.
2
%

9
1

7
1

7
8
.
0
%

5
5
4

7
1
0

1
,
4
4
9

1
,
5
3
9

3
,
3
1
2

6
3

6
3

実
績

／
見

込
み

（
％

）

2
2

4
5

2
0
4
.
5
%

0
-

0
0

-

0
0

-

3
4
8

3
4
4

9
8
.
9
%

3
2

2
8

8
7
.
5
%

5
7

1
4
0
.
0
%

6
0

0
.
0
%

0
0

-
0

0
-

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

3
,
6
6
6

5
5
5

6
6
3

3
4
8

3
4
8

6
9
1

6
9
1

3
4
8

6
9
1 6
3

6
4
5

6
1
6

3
,
4
6
4

1
,
1
0
1

1
,
1
9
1

1
,
4
4
9

1
,
1
0
1

サ
ー

ビ
ス

種
類

第
8
期

ま
で

の
累

計
第

9
期

ま
で

の
累

計
目

標

利
用
人
数
（
人
／
月
）

4
6
1

3
7
7

8
1
.
8
%

R
7
ま

で
の

累
計

利
用
人
数
（
人
／
月
）

2
,
0
0
6

2
,
2
9
8

1
1
4
.
6
%

利
用
人
数
（
人
／
月
）

9
4

6
4

6
8
.
1
%

利
用
人
数
（
人
／
月
）

5
7
4

5
6
3

9
8
.
1
%

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

4
,
4
6
6

4
,
3
1
8

9
6
.
7
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

お
む
つ
購
入
費
の
支
給

利
用
人
数
（
人
／
月
）

4
,
6
4
5

4
,
5
4
3

9
7
.
8
%

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

介
護
医
療
院

利
用
者
数
（
人
／
月
）

6
3

7
2

1
1
4
.
3
%

6
3

6
8

1
0
7
.
9
%

6
9
1

8
1
0

1
1
7
.
2
%

介
護
老
人
保
健
施
設

利
用
者
数
（
人
／
月
）

6
9
1

8
2
6

1
1
9
.
5
%

介
護
老
人
福
祉
施
設

利
用
者
数
（
人
／
月
）

1
,
1
9
1

1
,
1
9
2

1
0
0
.
1
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
,
1
0
1

1
,
2
1
5

1
1
0
.
4
%

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
利
用
者
数
（
人
／
月
）

0
2
8

-

1
0
0
.
6
%

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
入
所
者
生
活
介
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

3
4
8

3
5
0

地
域
密
着
型
介
護
特
定
施
設
入

所
者
生
活
介
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

0
0

-

5
9
4

5
2
8

8
8
.
9
%

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
）

利
用
者
数
（
人
／
月
）

6
5
5

5
6
5

8
6
.
3
%

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

3
5

2
9

8
2
.
9
%

1
7
2

1
8
1

1
0
5
.
2
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

1
8
1

1
6
8

9
2
.
8
%

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

2
,
1
0
3

1
,
7
4
6

8
3
.
0
%

1
,
9
9
7

1
,
8
8
1

9
4
.
2
%

1
,
3
1
9

1
,
3
6
8

1
0
3
.
7
%

利
用
者
数
（
人
／
月
）

1
,
3
8
1

1
,
3
4
1

9
7
.
1
%

地
域
密
着
型
通
所
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

1
2
,
4
4
8

1
0
,
9
3
1

8
7
.
8
%

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

0
-

-
0

1
1
,
8
8
2

1
1
,
2
7
0

9
4
.
8
%

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

2
2

4
4

2
0
0
.
0
%

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
6
見

込
み

R
6
実

績

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
）

利
用
者
数
（
人
／
月
）

8
1
0

1
2
5
.
0
%

1
6
6
.
7
%

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

利
用
者
数
（
人
／
月
）

6
1
0

利
用
者
数
（
人
／
月
）

0
0

-
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

利
用
回
数
（
回
／
月
）

0
0

-

サ
ー

ビ
ス

種
類

内
容

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

・
R

6.
4.

1に
新

規
事

業
所

開
設

の
た

め
（

既
設

2事
業

所
の

統
合

に
よ

り
事

業
所

数
は

変
化

な
し

（
3事

業
所

）
）

・
既

設
事

業
所

に
お

い
て

連
携

す
る

訪
看

が
増

え
た

た
め

。
・

R
7年

度
中

に
新

規
事

業
所

開
設

は
な

し

R
8
年
度
9
4
床
開
設
予
定

R
1
0
年
度
9
0
床
開
設
予
定

資
材
高
騰
、
民
間
事
業

者
の
事
業
計
画
遅
れ
に

よ
る

R
8
年
度
1
8
床
開
設
予
定
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５
　

介
護

保
険

の
サ

ー
ビ

ス
給

付
費

の
見

込
み

と
実

績

①
介

護
予

防
給

付
費

（
令

和
8
年

6
月

時
点

）
（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

a
 
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

介
護
予
防
訪
問
看
護

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

介
護
予
防
特
定
福
祉
用
具
販
売

介
護
予
防
住
宅
改
修

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

介
護
予
防
支
援

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

b
 
地

域
密

着
型

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
）

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

介
護
予
防
給
付
費
計

②
介

護
給

付
費

（
令

和
8
年

6
月

時
点

）
（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

a
 
居

宅
サ

ー
ビ

ス

訪
問
介
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

居
宅
療
養
管
理
指
導

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

短
期
入
所
生
活
介
護

短
期
入
所
療
養
介
護

短
期
入
所
療
養
介
護
（
介
護
医
療
院
）

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

住
宅
改
修

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

居
宅
介
護
支
援

居
宅
サ
ー
ビ
ス
合
計

b
 
地

域
密

着
型

サ
ー

ビ
ス

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

地
域
密
着
型
通
所
介
護

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾎ
ｰ
ﾑ
）

地
域
密
着
型
介
護
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
合
計

c
 
施

設
サ

ー
ビ

ス

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設

介
護
医
療
院

施
設
サ
ー
ビ
ス
合
計

介
護
給
付
費
計

6
,
7
7
3
,
3
6
2

7
,
2
2
9
,
5
2
7

1
0
6
.
7
%

2
4
,
0
7
0
,
5
1
4

2
3
,
2
0
0
,
4
9
7

9
6
.
4
%

-
7
7
3

-

3
0
7
,
9
1
6

3
1
1
,
5
2
6

1
0
1
.
2
%

3
,
9
2
7
,
6
2
0

3
,
9
7
8
,
1
3
3

1
0
1
.
3
%

2
,
5
3
7
,
8
2
6

2
,
9
3
9
,
0
9
5

1
1
5
.
8
%

0
0

-

4
,
9
1
2
,
5
3
4

4
,
5
9
9
,
4
9
7

9
3
.
6
%

0
0

-

1
,
3
0
9
,
9
3
1

1
,
3
2
7
,
7
0
6

1
0
1
.
4
%

8
4
,
6
6
1

7
2
,
0
9
9

8
5
.
2
%

1
,
9
8
7
,
5
2
9

1
,
7
2
7
,
0
3
3

8
6
.
9
%

1
,
2
0
9
,
6
9
7

1
,
1
2
8
,
6
0
6

9
3
.
3
%

2
7
8
,
8
5
8

2
6
1
,
8
9
1

9
3
.
9
%

4
1
,
8
5
8

8
2
,
1
6
2

1
9
6
.
3
%

0
0

-

1
,
3
5
2
,
3
3
9

1
,
2
9
6
,
3
0
8

9
5
.
9
%

1
2
,
3
8
4
,
6
1
8

1
1
,
3
7
1
,
4
7
3

9
1
.
8
%

9
5
,
1
1
2

6
9
,
8
1
8

7
3
.
4
%

1
,
1
1
8
,
6
7
4

7
4
4
,
7
9
4

6
6
.
6
%

8
2
0
,
5
7
3

7
8
0
,
7
0
8

9
5
.
1
%

3
6
,
7
2
9

3
0
,
3
7
7

8
2
.
7
%

1
4
4
,
1
8
8

1
3
5
,
1
9
7

9
3
.
8
%

-
1
,
0
9
0

-

7
0
2
,
3
5
7

7
1
9
,
0
1
8

1
0
2
.
4
%

1
,
0
2
1
,
1
2
1

9
2
1
,
8
8
0

9
0
.
3
%

3
1
8
,
3
4
1

3
3
5
,
6
0
7

1
0
5
.
4
%

3
,
1
2
6
,
0
5
9

2
,
9
1
5
,
7
5
0

9
3
.
3
%

7
7
1
,
4
5
5

7
3
4
,
5
4
9

9
5
.
2
%

9
4
,
2
6
0

9
1
,
6
5
7

9
7
.
2
%

2
,
5
8
8
,
9
8
9

2
,
4
3
1
,
7
3
5

9
3
.
9
%

1
9
4
,
4
2
1

1
6
2
,
9
8
5

8
3
.
8
%

8
3
8
,
2
4
2

8
6
3
,
7
7
5

1
0
3
.
0
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
9
,
3
1
7

1
8
,
8
2
2

9
7
.
4
%

2
5
,
9
8
6

2
4
,
5
0
5

9
4
.
3
%

0
0

-
6
,
6
6
9

5
,
6
8
3

8
5
.
2
%

1
6
2
,
9
5
7

1
6
2
,
5
8
4

9
9
.
8
%

8
1
2
,
2
5
6

8
3
9
,
2
7
0

1
0
3
.
3
%

7
0
,
1
6
1

6
0
,
6
0
4

8
6
.
4
%

3
6
,
9
1
8

4
7
,
7
6
0

1
2
9
.
4
%

1
9
8
,
3
9
5

2
0
6
,
7
1
9

1
0
4
.
2
%

1
5
,
6
1
8

1
6
,
4
4
7

1
0
5
.
3
%

1
9
,
9
1
0

2
3
,
2
1
0

1
1
6
.
6
%

4
,
5
8
9

3
,
3
2
2

7
2
.
4
%

1
8
,
3
6
6

2
2
,
9
0
0

1
2
4
.
7
%

1
5
9
,
6
7
9

1
5
8
,
2
2
0

9
9
.
1
%

1
0
6
,
0
7
3

1
1
8
,
1
2
5

1
1
1
.
4
%

1
3
,
4
6
5

1
6
,
5
4
8

1
2
2
.
9
%

実
績

／
見

込
み

（
％

）

6
,
1
2
5

2
,
8
3
3

R
6
見

込
み

R
6
実

績

2
5
,
4
6
4
,
1
7
0

2
4
,
1
2
5
,
7
9
8

9
4
.
7
%

7
,
1
0
2
,
3
2
8

7
,
4
4
6
,
0
5
3

1
0
4
.
8
%

0
-

3
0
8
,
3
0
5

3
1
9
,
1
0
8

1
0
3
.
5
%

2
,
5
4
1
,
0
3
7

3
,
0
2
1
,
1
6
6

1
1
8
.
9
%

4
,
2
5
2
,
9
8
6

4
,
1
0
5
,
7
7
8

9
6
.
5
%

5
,
2
0
6
,
5
5
2

4
,
7
8
3
,
2
1
1

9
1
.
9
%

0
8
2
,
8
6
9

-

1
,
3
1
1
,
5
8
9

1
,
3
5
2
,
1
6
7

1
0
3
.
1
%

0
0

-

2
,
1
9
4
,
6
3
1

1
,
8
4
4
,
3
4
5

8
4
.
0
%

9
3
,
8
3
3

7
1
,
4
3
4

7
6
.
1
%

2
9
4
,
4
1
8

2
4
5
,
1
6
6

8
3
.
3
%

1
,
2
7
0
,
1
7
0

1
,
0
9
3
,
6
4
9

8
6
.
1
%

0
0

-
4
1
,
9
1
1

9
3
,
5
8
2

2
2
3
.
3
%

1
3
,
1
5
5
,
2
9
0

1
1
,
8
9
6
,
5
3
5

9
0
.
4
%

1
,
4
2
0
,
8
9
1

1
,
3
2
2
,
8
8
4

9
3
.
1
%

1
,
2
9
5
,
9
2
9

9
0
5
,
8
2
7

6
9
.
9
%

9
9
,
7
6
6

7
0
,
8
7
4

7
1
.
0
%

3
8
,
6
0
4

3
4
,
2
9
6

8
8
.
8
%

1
5
2

-
8
6
3
,
4
4
6

8
1
5
,
3
5
6

9
4
.
4
%

1
5
2
,
5
5
0

1
4
3
,
0
0
4

9
3
.
7
%

1
,
0
7
4
,
5
0
7

9
0
8
,
6
4
1

8
4
.
6
%

7
3
9
,
0
4
5

7
4
2
,
3
1
2

1
0
0
.
4
%

3
,
2
8
3
,
6
4
0

3
,
0
0
4
,
3
2
9

9
1
.
5
%

3
3
5
,
4
8
1

3
6
4
,
1
2
1

1
0
8
.
5
%

9
9
,
8
0
9

9
8
,
2
7
5

9
8
.
5
%

8
1
2
,
4
7
3

7
7
8
,
0
5
5

9
5
.
8
%

2
0
5
,
1
0
5

1
5
2
,
5
9
3

7
4
.
4
%

2
,
7
3
4
,
0
4
4

2
,
5
5
5
,
8
1
5

9
3
.
5
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

8
7
7
,
2
2
2

9
6
3
,
1
3
0

1
0
9
.
8
%

3
3
,
2
0
2

3
8
,
2
3
6

1
1
5
.
2
%

2
5
,
7
8
8

2
9
,
8
9
3

1
1
5
.
9
%

7
,
4
1
4

8
,
3
2
2

1
1
2
.
2
%

0
2
1

-

8
4
4
,
0
2
0

9
2
4
,
8
9
4

1
0
9
.
6
%

1
6
8
,
8
4
7

1
7
6
,
9
6
2

1
0
4
.
8
%

4
1
,
0
2
3

5
8
,
1
5
0

1
4
1
.
8
%

7
2
,
5
1
3

6
6
,
4
7
0

9
1
.
7
%

1
6
,
2
3
0

1
8
,
0
7
0

1
1
1
.
3
%

2
0
5
,
2
7
2

2
2
7
,
6
6
2

1
1
0
.
9
%

4
,
5
9
5

3
,
0
7
3

6
6
.
9
%

2
0
,
7
2
7

2
8
,
5
1
6

1
3
7
.
6
%

1
6
5
,
5
2
1

1
6
3
,
9
3
0

9
9
.
0
%

1
9
,
0
7
2

2
5
,
9
1
8

1
3
5
.
9
%

1
3
,
8
8
1

1
9
,
9
9
3

1
4
4
.
0
%

1
0
9
,
7
9
7

1
3
3
,
8
2
4

1
2
1
.
9
%

6
,
5
4
2

2
,
3
2
5

3
5
.
5
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

4
6
.
2
%

R
7見

込
み

額
が

高
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
（

母
数

が
少

な
い

こ
と

に
よ

る
影

響
）

施
設

整
備

が
想

定
よ

り
も

遅
く

な
っ

た
た

め
。

ま
た

、
整

備
完

了
後

に
、

す
ぐ

に
稼

働
率

が
伸

び
な

か
っ

た
た

め
。

・
R

6.
4.

1に
新

規
事

業
所

開
設

の
た

め
（

既
設

2事
業

所
の

統
合

に
よ

り
事

業
所

数
は

変
化

な
し

（
3事

業
所

）
）

・
既

設
事

業
所

に
お

い
て

連
携

す
る

訪
看

が
増

え
た

た
め

。
・

R
7年

度
中

に
新

規
事

業
所

開
設

は
な

し

計
画
時
点
で
は
新
規
開

設
が
予
定
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
開

設
意
向
の
あ
る
事
業
者

が
現
れ
、
令
和
７
年
２

月
・
３
月
・
４
月
に
各

１
事
業
所
ず
つ
新
規
指

定
さ
れ
た
。
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★
特
別
給
付
費
（
お
む
つ
購
入
費
の
支
給
）

（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

特
別
給
付
費

★
そ

の
他

サ
ー

ビ
ス

事
業

費
（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

そ
の
他
計

★
給

付
費

合
計

（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

介
護
予
防
給
付
費
計

介
護
給
付
費
計

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
計

給
付
費
合
計

★
地

域
支

援
事

業
費

合
計

（
単
位
：
千
円
）

サ
ー

ビ
ス

種
類

介
護
予
防
事
業
費
・
総
合
事
業
費

包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
費

包
括
的
支
援
事
業
（
社
会
保
障
充
実
分
）

地
域
支
援
事
業
費
合
計

６
　

所
得

段
階

別
被

保
険

者
数

の
見

込
み

と
実

績
（

令
和

7
年

1
0
月

1
日

時
点

）

（
単
位
：
人
）

所
得

段
階

第
１
段
階
（
基
準
額
×
0
.
3
0
）

第
２
段
階
（
基
準
額
×
0
.
5
0
）

第
３
段
階
（
基
準
額
×
0
.
7
0
）

第
４
段
階
（
基
準
額
×
0
.
8
5
）

第
５
段
階
（
基
準
額
×
1
.
0
0
）
⇒
基
準
額

第
６
段
階
（
基
準
額
×
1
.
1
0
）

第
７
段
階
（
基
準
額
×
1
.
2
5
）

第
８
段
階
（
基
準
額
×
1
.
5
0
）

第
９
段
階
（
基
準
額
×
1
.
7
5
）

第
1
0
段
階
（
基
準
額
×
2
.
0
0
）

第
1
1
段
階
（
基
準
額
×
2
.
1
0
）

第
1
2
段
階
（
基
準
額
×
2
.
2
5
）

第
1
3
段
階
（
基
準
額
×
2
.
5
0
）

被
保
険
者
数
合
計

７
　

介
護

保
険

料
収

納
必

要
額

の
見

込
み

と
実

績

（
単
位
：
千
円
）

介
護
保
険
料
収
入
必
要
額

８
　

介
護

給
付

費
準

備
基

金
の

取
崩

・
積

立
の

見
込

み
と

実
績

（
単
位
：
千
円
）

年
度
初
基
金
残
高

基
金
取
崩
額

基
金
積
立
額

基
金
増
減
額
（
積
立
額
－
取
崩
額
）

年
度
末
基
金
残
高
（
年
度
初
残
高
＋
増
減
額
）

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

7
,
8
0
0
,
8
1
0

7
,
6
2
1
,
9
8
6

9
7
.
7
%

1
,
4
1
7

1
,
4
5
6

1
0
2
.
8
%

1
0
2
,
8
1
2

1
0
2
,
1
6
9

9
9
.
4
%

3
,
0
4
0
,
0
0
0
,
0
0
0

3
2
1
,
1
0
4
,
0
0
0

-
0

R
6
-
8
見

込
み

R
6
実

績

-
4
,
2
3
1
,
5
4
0
,
4
7
4

1
,
5
1
8

1
,
6
0
9

1
0
6
.
0
%

9
7
7

1
,
0
3
5

1
0
5
.
9
%

3
,
5
6
2

4
,
0
8
4

1
1
4
.
7
%

1
,
6
1
9

1
,
8
6
2

1
1
5
.
0
%

1
5
,
4
3
0

1
5
,
5
0
2

1
0
0
.
5
%

1
1
,
6
7
4

1
2
,
9
5
7

1
1
1
.
0
%

1
8
,
0
4
2

1
8
,
4
4
1

1
0
2
.
2
%

1
4
,
0
2
7

1
1
,
8
4
6

8
4
.
5
%

5
,
5
7
1

5
,
5
8
6

1
0
0
.
3
%

1
3
,
3
5
0

1
2
,
0
9
1

9
0
.
6
%

9
,
2
7
5

9
,
0
7
6

9
7
.
9
%

6
,
3
5
0

6
,
6
2
4

1
0
4
.
3
%

1
2
7
.
4
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

8
3
8
,
2
4
2

8
6
3
,
7
7
5

1
0
3
.
0
%

1
,
8
3
1
,
5
2
0

1
,
8
3
4
,
0
0
7

1
0
0
.
1
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

6
5
9
,
6
2
0

6
5
8
,
8
1
6

9
9
.
9
%

2
0
8
,
0
7
9

2
2
9
,
8
9
2

1
1
0
.
5
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

9
6
3
,
8
2
1

9
4
5
,
2
9
9

9
8
.
1
%

2
5
,
7
2
1
,
9
4
2

2
5
,
0
9
6
,
4
3
6

実
績

／
見

込
み

（
％

）

6
5
.
3
%

2
4
6
.
1
%

1
1
6
.
0
%

1
2
7
.
4
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績

4
6
3
,
4
9
8

3
0
2
,
7
3
9

2
5
0
,
2
3
6

6
1
5
,
8
6
7

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
2
9
,
2
2
5

1
3
1
,
1
2
3

1
0
1
.
5
%

-
△
 
3
2
1
,
1
0
4
,
0
0
0

3
,
5
6
2
,
3
7
7
,
4
7
4

-

△
 
3
4
8
,
0
5
9
,
0
0
0

-

-
3
,
9
1
0
,
4
3
6
,
4
7
4

0
-

3
4
8
,
0
5
9
,
0
0
0

2
2
.
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-

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）
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a
n
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,
2
3
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,
7
2
8

7
,
9
3
0
,
5
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3

9
6
.
3
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
0
3
,
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2
0

1
0
2
,
9
4
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9
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.
3
%
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,
5
1
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1
,
4
9
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%
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7
0
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0
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1

1
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4
%
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3

1
,
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1
9
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1
%
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,
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2
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2
,
0
1
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4
1
.
6
%

2
,
8
1
4

4
,
4
6
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1
5
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8
%

1
0
,
8
7
4

1
3
,
7
4
5

1
2
6
.
4
%

1
8
,
4
7
8

1
5
,
6
3
1

8
4
.
6
%

1
3
,
0
8
9

1
1
,
8
1
0

9
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2
%

1
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,
1
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1
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1
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2
%

1
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3
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,
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5
,
3
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2
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4
0
0
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2

1
0
3
.
8
%

9
,
3
4
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8
,
8
6
3

9
4
.
8
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
,
9
0
5
,
4
3
8

1
,
9
2
1
,
3
7
6

1
0
0
.
8
%

審
査
支
払
手
数
料

1
4
,
8
6
1

1
5
,
4
1
4

1
0
3
.
7
%

2
0
8
,
0
7
9

2
2
9
,
1
6
6

1
1
0
.
1
%

6
6
6
,
9
8
1

6
6
5
,
9
2
9

9
9
.
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%
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.
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1
3
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1
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.
8
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

8
3
1
,
2
5
2

1
,
0
5
6
,
2
9
1

1
2
7
.
1
%

8
3
1
,
2
5
2

1
,
0
5
6
,
2
9
1

1
2
7
.
1
%

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

8
8
,
6
1
9

1
1
0
,
2
7
7

1
2
4
.
4
%

8
5
,
1
7
0

9
8
,
8
0
7

7
9
8
,
9
0
4

1
,
0
1
7
,
4
1
3

2
6
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,
3
6
8

6
5
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,
7
3
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2
5
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.
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%

4
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,
2
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2
9
2
,
2
7
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6
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.
6
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
3
4
,
4
5
7

1
3
7
,
2
9
0

1
0
2
.
1
%

R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
7見

込
み

額
が

高
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
。

R
7見

込
み

額
が

低
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
。

R
7給

付
費

見
込

み
額

が
や

や
高

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

。
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９
　

効
果

的
な

介
護

保
険

事
業

運
営

に
向

け
て

（
１

）
安

心
し

て
生

活
す

る
た

め
に

【
計

画
書

P
1
1
7
参

照
】

★
低

所
得

者
等

へ
の

支
援

★
介

護
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

へ
の

支
援

（
２

）
適

切
な

事
業

運
営

に
向

け
て

【
計

画
書

P
1
1
8
参

照
】

★
介

護
給

付
適

正
化 住
宅
改
修

福
祉
用
具

突
合
月
数
（
月
）

縦
覧
点
検
（
種
類
）

縦
覧
点
検
（
月
）

★
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

へ
の

指
導

4
6
人

保
険
料
：
3
7
件

利
用
者
負
担
額
：
1
件

概
要

訪
問
介
護
等
の
利
用
に
対
し
、
自
己
負
担
額

の
2
割
を
助
成

1
6
.
6

2
1

-

1
2

1
2

1
0
0
.
0
%

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

1
2

1
2

1
0
0
.
0
%

4
4

1
0
0
.
0
%

1
-

実
績

／
見

込
み

（
％

）

1
5

1
5

-

1
5

1
5

--

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

0
-

1
件
以
上

1
-

1
0
0

-

1
0
0

1
0
0

-

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

5
0

-

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

0
-

4
1
人

保
険
料
：
3
6
件

利
用
者
負
担
額
：
1
件

R
7
取

組
内

容

派
遣
事
業
所
数
：
8
0

-

R
6
取

組
内

容

5
8
9
件

住
宅
改
修
：
1
0
6
4
件

福
祉
用
具
購
入
：
1
8
8
4
件

③
医
療

情
報

介
護
保
険
と
医
療
保

険
給
付
の
重
複
受
給

等
の
確
認

1
2

1
2

1
0
0
.
0
%

事
業
所
へ
の
指
導
等
実
施
率

（
％
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
へ
の
実
地
指
導
の

実
施

1
6
.
6

2
4

-

指
標

概
要

R
7
見

込
み

R
7
実

績

住
宅
改

修
等
実

績
確
認

割
合

（
％
）

住
宅
改
修
等
の
工
事

内
容
の
確
認

1
5

1
7

-

②
ケ
ア

プ
ラ
ン

等
の
点

検

1
2

1
2

1
0
0
.
0
%

4
4

1
0
0
.
0
%

1
-

訪
問
介
護
一
定
割

合
超

1
件
以
上

1
-

1
件
以
上

特
定
事
業
所
集
中
減

算
を
算
定
し
て
い
る

特
定
事
業
所
加
算
を

算
定
し
て
い
な
い

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

4
6
(
2
年
で
7
4
)

-
対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

2
8

-

2
9
(
2
年
で
7
9
)

-

1
5

1
7

-

1
0
0

Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
全
国

テ
ス
ト
の
受
講
割
合

（
％
）

現
任
研
修
受
講
割

合
1
0
0

1
0
0

-

ケ
ア
プ

ラ
ン

抽
出
事
業
所

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

１
人

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

抽
出
ケ
ア
プ

ラ
ン

認
定
調
査
状
況
不

一
致

1
件
以
上

限
度
額
一
定
割
合
超

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

2
0
(
2
年
で
4
0
)

-

対
象
事
業
所
の
1
0
0
%

0

事
業

内
容

R
6
取

組
内

容

派
遣
事
業
所
数
：
7
6

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員
派
遣
事
業

変
更
認
定
点
検
割
合

（
％
）

変
更
申
請
の
点
検

1
0
0

1
0
0

-

1
0
0

1
0
0

-

1
0
0

指
標

概
要

等
R
7
見

込
み

R
7
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

R
6
見

込
み

R
6
実

績
実

績
／

見
込

み
（

％
）

①
要
介

護
認
定

の
適
正

化

更
新
認
定
点
検
割
合

（
％
）

更
新
申
請
の
点
検

1
0
0

③
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

④
介
護
保
険
料
・
利
用
者
負
担
額
の
減
免

①
低
所
得
者
利
用
支
援
事
業

②
受
領
委
任
制
度

事
業

内
容

R
7
取

組
内

容

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
1
～
3
割
の
自
己
負
担
額

の
み
で
利
用
で
き
る
制
度

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

時
に
負
担
額
を
軽
減

介
護
保
険
料
及
び
利
用
者
負
担
額
の
減
免

4
7
0
件

住
宅
改
修
：
1
1
8
5
件

福
祉
用
具
購
入
：
1
9
8
6
件
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